
天
武
・
持
統
天
皇
陵
（
奈
良
県

明
日
香
村
）

正
家
廃
寺
跡
（
長
島
町
正
家
）

本
格
的
な
古
代
寺
院

２
人
の
天
皇
を
合
葬

▲

本
来
の
墳
形
は

八
角
形

　

正
家
廃
寺
跡
は
、
東
西
１
１
０
㍍
、

南
北
７０
㍍
の
敷
地
に
法
隆
寺
式
に
配
置

す
る
伽が

藍ら
ん

を
持
つ
本
格
的
な
古
代
寺
院

跡
。
国
宝
玉た

ま
む
し
の
ず
し

虫
厨
子
と
同
じ
柱
の
配
置

の
特
異
な
構
造
の
金
堂
や
、
希
少
な
鉄

製
風ふ

う
た
く鐸

や
奈
良
三
彩
な
ど
の
遺
物
、
日

本
最
古
の
床
板
の
竪
穴
住
居
な
ど
が
特

色
で
す
。
８
世
紀

に
造
営
、
９
世
紀

後
半
に
主
要
伽
藍

の
火
災
で
廃
絶
し

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
史
跡

公
園
と
し
て
整
備

す
る
予
定
で
す
。

　

約
１
３
０
０
年
前
、
恵
那
の
米
が
天
武
天
皇
に

献
納
さ
れ
た
歴
史
の
事
実
を
基
に
、
新
た
な
祭
り

「
恵え

な奈
の
里
次す

き
ま
い米

み
の
り
祭
」
が
こ
と
し
初
め
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
米
の
田
植
え
か
ら
天
武
・
持
統
天
皇

陵
に
献
納
す
る
ま
で
を
五
つ
の
催
し
で
再
現
。
９
月

２２
日
に
市
街
地
で
開
催
さ
れ
た
、
み
の
じ
の
み
の
り

祭
で
は
「
次
米
献
納
行
列
」
を
再
現
し
、食
の
祭
り
「
み

の
じ
の
み
の
り
祭
」
と
、
古
来
の
行
事
を
「
米
」
で

結
び
付
け
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
恵
奈
の
里
次
米
み
の
り
祭
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

恵
那
を
記
し
た
木
簡
が
出
土

　

恵
那
は
、
水
が
き
れ
い
で
土
地
が
肥
え

て
お
り
、
古
代
か
ら
米
作
り
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
９
年
、
恵
那
の

こ
と
が
記
載
さ
れ
た
木
簡
（
荷
札
）
が
、

奈
良
県
明
日
香
村
の
飛
鳥
池
遺
跡
で
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
木
簡
に
は
、
６
７
７

史実を基に新たな祭りに

（
天
武
６
）
年
に
恵
那
で
収
穫
さ
れ
た
米

「
次す

き
ま
い米

」
を
阿あ

り

ま

利
麻
と
い
う
集
落
の
代
表

者
が
朝
廷
（
天
武
天
皇
）
に
献
上
し
た
こ

と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
次
米
は
、
天

史
実
を
生
か
し
献
納
を
再
現

　

木
簡
に
書
か
れ
た
史
実
な
ど
を
基
に
、

現
代
で
再
現
す
る
企
画
が
持
ち
上
が
り
ま

し
た
。
恵
那
の
米
を
明
日
香
村
に
あ
る
天

武
・
持
統
天
皇
陵
（
当
時
の
天
皇
の
天
武

天
皇
の
墓
）
に
献
納
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　

恵
奈
の
里
次
米
み
の
り
祭
実
行
委
員
会

で
は
、
こ
の
行
事
を
「
恵
奈
の
里
次
米
み

の
り
祭
」
と
し
て
、
一
連
の
催
し
を
昨
年

の
８
月
か
ら
企
画
。
こ
と
し
５
月
に
行
っ

た
「
お
田
植
え
祭
」
を
皮
切
り
に
、
９
月

の
「
抜
き
穂
祭
」
や
「
次
米
献
納
行
列
」、

「
恵
那
の
お
米
パ
ビ
リ
オ
ン
」、１０
月
の「
次

米
献
納
」
の
五
つ
を
開
催
し
ま
し
た
。

次米みのり祭で五つの舞台

作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
起
爆
剤
に

　

実
行
委
員
会
で
は
、
こ
の
催
し
は
地
域

振
興
に
結
び
つ
く
と
考
え
ま
し
た
。
恵
那

の
お
い
し
い
米
を
再
認
識
す
る
機
会
、
農

業
者
の
減
少
を
抑
え
る
効
果
、
正
家
廃
寺

跡
や
正
家
の
田
を
基
に
し
た
長
島
町
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
効
果
、
米
菓
子
の
開
発
や

需
要
増
加
な
ど
で
す
。
多
く
の
市
民
が
関

わ
る
こ
と
で
、
市
が
活
性
化
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

次
米
み
の
り
祭
を
祭
り
と
し
て
盛
り
上

げ
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
加
え

ま
し
た
。お
田
植
え
祭
や
抜
き
穂
祭
に
は
、

歌
や
踊
り
を
制
作
。
衣
装
も
そ
ろ
え
、
盛

大
な
祭
り
を
創
出
し
ま
し
た
。

　

９
月
２２
日
と
２３
日
に
行
っ
た
み
の
じ
の

み
の
り
祭
は
、
秋
の
味
覚
の
祭
り
。
次
米

の
行
事
は
、
米
を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、

み
の
じ
の
み
の
り
祭
の
趣
旨
に
適
合
。
祭

り
で
は
、
２２
日
に
は
次
米
献
納
行
列
の
再

現
、
２３
日
に
は
お
米
の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
開

催
し
、
祭
り
を
一
層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

天
武
天
皇
陵
へ
次
米
を
献
納

　

１０
月
９
日
、
恵
那
の
田
で
育
て
収
穫
し

た
米
は
、
明
日
香
村
の
天
武
・
持
統
天
皇

陵
で
行
わ
れ
た
「
天て

ん

武む

き忌
」
で
、
献
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
米
み
の
り
祭
は
、
新
た
な
恵
那
の
祭

り
と
し
て
、
今
後
も
続
け
ら
れ
る
予
定
で

す
。

　次米みのり祭は、企画が持ち上がったものの、初めての

ことだったので、手探り状態でした。全国各地の同様な祭

りを研究する中で、祭りに使う衣装や歌や踊りの構想が生

まれ、楽しい祭りにすることができました。

　祭りには、みんなが協力してくれたのがありがたかった

です。特に、正家地区の人たちが、抜き穂祭での稲刈りや

当日の準備など協力的にやってくれました。踊り手にも女

性がたくさん参加していただけました。

　次米は、正家廃寺跡の近くの私の田で作りました。春の

お田植え祭の後には、水の管理や草刈りなど、田の世話を

してきました。立派に実ってくれてやれやれです。次米と

して奉納できたことは、ありがたいことだと思います。

　ことしの祭りは初年度にしては上出来。これからも続け

ていきたいと思います。そのためには、歌や踊り手の育成、

恵那の米のブランド化など、いろんな仕掛けを考えていく

必要があると思います。

会長  河村尚
なおのり

徳 さん

（長島町正家）

これからも祭りを
続けていきたい

　

天
武
天
皇
は
、
兄
の
天
智
天
皇
の
遺

志
を
つ
ぎ
、
中
央
集
権
国
家
を
形
成
し

ま
し
た
。
壬
申
の
乱
に
勝
利
し
皇
位
に

就
き
、、６
８
６（
朱

鳥
１
）
年
に
病
で

崩
御
し
、
葬
ら
れ

ま
し
た
。
持
統
天

皇
は
、
天
武
天
皇

の
皇
后
。
７
０
２

年
に
崩
御
し
、
合

葬
さ
れ
ま
し
た
。

昔
の
恵
那
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

　

史
実
の
再
現
に
は
、
昔
の
恵
那
を
振
り

返
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

木
簡
以
外
に
は
昔
の
恵
那
の
様
子
が
分
か

る
書
き
物
な
ど
は
な
い
の
が
現
状
で
し

た
。

　

長
島
町
正
家
に
正
家
廃
寺
の
跡
が
あ
り

ま
す
。
伽が

ら

ん藍
配
置
や
出
土
品
な
ど
か
ら
、

８
世
紀
ご
ろ
に
重
要
な
役
割
を
し
て
い
た

寺
だ
っ
た
と
し
て
、
平
成
１３
年
に
国
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
行
委
員
会

で
は
、
木
簡
と
同
時
代
の
正
家
廃
寺
に
注

目
。
当
時
こ
の
辺
り
が
中
心
地
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
と
、
正
家
の
田
で
献
納
す
る
米
を

皇
が
神
に
五
穀こ

く

の
収
穫

を
感
謝
し
、
神
に
供

え
、
共
に
召
し
上
が
る

米
の
よ
う
で
す
。
天
皇

に
献
納
さ
れ
た
恵
那
の

次
米
は
、
特
別
な
意
味

を
持
っ
た
も
の
だ
っ
た

の
で
す
。
木
簡
に
は
、

現
在
使
う
「
恵
那
」
の

字
を
、
昔
用
い
て
い
た

「
恵え

な奈
」
と
し
て
表
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

※

▲

塔
の
柱
が
立
っ

て
い
た
礎
石

「
丁
丑
年
十
二
月
三
野
国
刀
支
評
次
米
」

こ
れ
は
６
７
７
年
１２
月
に
美
濃
国
土
岐
郡
か
ら
届
い
た
次
米

恵
那
の
五さ

と
の
み
や
つ
こ

十
戸
造
の
阿あ

り

ま

利
麻
が

服は
と
り
の
ひ
ら
ふ

部
枚
布
に
精
米
さ
せ
て
献
上
し
た
５
斗
（
約
３０
㌔
）
俵

「
恵
奈
五
十
戸
造　

阿
利
麻　

舂
人
服
部
枚
布
五
斗
俵 

」

●

飛鳥池遺跡で発見された木簡

▲抜き穂祭では歌や踊りに合わせて稲刈り

恵奈の里次米みのり祭
実行委員会

（表面）（裏面）

▲

み
の
じ
の
み
の
り
祭
で
恵
那
駅
前
の
中
央
通
り
を
歩
く
次
米
献
納
行
列

※斗＝尺貫法での体積（容積）の単位。時代により１斗の量が
　　　異なる。

(写真提供：奈良文化財研究所)
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▲早乙女が１列に並んで田植え

▲踊り手が踊る中、刈った稲を束ねる

▼米食品の栗ご飯を販売

　９月２２日・２３日、恵那市街地で開催された「ＥＮＡ

２０１２みのじのみのり祭」。御
お み こ し

神輿競演や秋の味覚などが

盛りだくさんでにぎわったお祭りを写真で紹介します。

その１

恵奈の里
お田植え祭

その２

恵奈の里
抜き穂祭

その４

お米
パビリオン

その５

次米献納

五
つ
の
次
米

み
の
り
祭

一連の催しに仕立てる
　田植えから次米献納までを一連の催しにした次米みのり祭。ここで

は、五つの次米みのり祭を紹介します。

　

５
月
１９
日
、
長
島
町

正
家
の
正
家
廃
寺
跡
近

く
の
田
で
、
次
米
の
豊

作
を
願
い
「
お
田
植
え

祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

祭
り
で
は
、
作
曲
家
の

寺
本
建
雄
さ
ん
（
東
京

都
）
が
作
詞
作
曲
し
た

田
植
唄う

た

と
お
田
植
え
お

ど
り
を
披
露
。
約
３
０
０
平
方
㍍
の
田
ん
ぼ
に
、

早
乙
女
２０
人
が
味
の
良
い
農
林
４８
号
と
い
う
品
種

を
手
植
え
し
、
歌
っ
て
踊
っ
て
行
う
田
植
え
で
、

詰
め
掛
け
た
見
物
客
ら
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

恵
那
に
は
素
晴
ら
し
い
歴
史
が
あ
り
、
恵
那
に

伝
わ
る
物
語
を
次
世
代
に
伝
承
し
て
い
く
た
め
の

新
た
な
「
お
米
」
の
お
祭
り
の
始
ま
り
で
す
。

行
わ
れ
た
「
天
武
忌
」
に
参
加
。
恵
那
で
収
穫
し

た
次
米
を
献
納
し
ま
し
た
。
発
見
さ
れ
た
木
簡
に

書
か
れ
た
量
と
同
じ
米
約
３０
㌔
を
祭
壇
に
供
え
ま

し
た
。
天
武
忌
は
、

薬
師
寺
（
奈
良
市
）

が
寺
の
建
立
を
発
願

し
た
天
武
天
皇
を
し

の
ぶ
行
事
で
す
。

　

ま
た
前
日
に
薬
師

寺
で
行
わ
れ
た
天
武

忌
・
万
燈
会
で
も
、

次
米
を
奉
納
し
ま
し

た
。

　　　　　９月１５日、春に田植え

　　をした田で「抜き穂祭」を開

催。県無形民俗文化財の串原の中山

太鼓で幕を開けました。「抜き穂」

と呼ばれる稲刈りでは、お田植え祭

と同様、寺本建雄さんが豊穣を祝う

「恵奈の次米みのり音頭」を作詞作

曲。踊りとともに初めて披露されま

した。歌と演奏に合わせて、田の周

りで２３人の女性の踊り手が踊る中、

男
おとこ

若
わか

衆
しゅう

１１人が実った稲を刈ってい

きました。田を囲んだ観客らは、拍

子を取りながら楽しそうに見ていま

した。刈った稲は、束にして、乾燥

のため、すぐにはざ掛けされました。 　９月２２日のみのじのみの

り祭の日、恵那駅前通りで「次

米献納行列」の再現が行われま

した。古代の装
しょうぞく

束姿で白馬に乗った

恵奈の里の長官「阿
あ り ま

利麻」を先頭に

約１００人が

山車を引い

たり、踊っ

たりしなが

ら練り歩き

ました。

　９月２３日、みのじのみの

り祭の恵奈の次米のコーナー

で、次米の紹介や栗ご飯、五平

バーガー、

ほおば寿司

などの米食

品の販売な

どが行われ

ました。

　
　
　

１０
月
９
日
、
恵
奈
の
里
次
米
実

　
　

行
委
員
会
か
ら
５０
人
が
、
天
武
・

持
統
天
皇
陵
（
明
日
香
村
）
の
前
庭
で

田
植
え
歌
や
踊
り
を
制
作

実った稲穂を収穫

献納道中を再現

米の食品を販売

天
武
天
皇
陵
に
献
納

▲恵那ぐるめ広場でえなハヤシを販売

▲

松ま
つ
た
け茸

ご
は
ん
に
多
く

の
人
が
並
ぶ

▲

ふ
る
さ
と
ま
ち
じ
ま
ん

で
売
ら
れ
た
五
平
餅

▲

祭
り
の
最
後
は
盛
大
な
餅
投
げ
大
会

▲五平バーガー
▼松茸ごはん

▲アユの塩焼き

▲

行
列
に
は
踊
り
手
も

▲

米
俵
を
祭
壇
に
供
え
る

その３

次米献納
行列

その１

恵奈の里
お田植え祭

5 42012.11.1 広報えな

みのじのみのり祭▲

イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
に
は
大
勢
が
参
加

▲

迫
力
あ
る
御
神
輿
競
演
（
最
優
秀
賞
の
御
所
之
前
組
）
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秋の味覚を満喫


